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（沖合底曳網漁業の漁具改良試験）
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ま　え　が　き

本県の沖合底曳船軋カレイ（11～5月）・ヤリイカ（5～5月）■マダコ（11～12月）・エビ，

メヌケ等を対象に水深45～dnDmの海域で操業している〔今臥平潟地区の押合底曳船船主会は日本

漁網mEに．依頼してトロール型の網と板を作れ在来型の網と板との性能比故を当水産試験劇こ依頼L

J　て来たので，比較試験を実施した。その結果を幸繹する。本論に入るまえに・実際に乗船して，試験方法

をど指遺していただいた福島県水産試験場の浅利漁業部長，本ビ専門技術嵐立花研究員又船を貸してい

ただいた船主会および平潟漁業協同組合の磯貝の方遠に深謝致します0

材料　お　よ　び方i去

比軟試験に供試した資料は昭和44年7月5巨・北茨城市平潟沖で，平潟漁業協同組合所属の第

5平滑丸（5占・99トンージーゼル170鳥力）・第5浜丸（58・94トン，ジーゼル170馬力）・を

使用して実測したものである0

水中における綱成りを知るためにえい素の張力を漁研型自記式張力計で∴板と袖絹の開きを傾角度盤で，

綱口高さを漁研型自記式綱田高富計で測定した。又，性能を比較するために試験型曳索（匡＝），板（図

2），絹（図5），在来型曳素（図4）一版（図5），絹（囲占）を次の様充組合せで実施した0又計測

器の配置は（図7）の通りである0

J　（1）在来型網と在来型軌在来型曳索

匠）試験観と在来型軌　在来型曳索

（5）試験網と試験板，試験塾曳索

℃凸＼＼＼二二…m
1攻型Jビ襟

＼　　　　　　－、

図1試験型曳索構成 図2　試験型板木鉄混合構造
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ドウマキ（85－9分一三ヲ4つ撚り）
5【lm

図　4　　在　来　型　曳　索　構　成

空中重量　200kg

水中重量　叩Okg

図　5　窄乗塑巨阪本鉄混合構成
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結果および考察

試験した練架は表1，図8，凶9の通りである0

1．曳素の張力について

（1）在来型の網と在来型軌在来型曳素の組合せでは曳鏑速度tnm／Secで570～700kgで

ある。

（2）試験綿と在来型軌在来型曳桑の組合せでは曳網速度1・Om／Secで7n□kg～830kg

であり，1，080kgを越えたのは恕がかりによるものと思われる0

（5）試験網と試験軌試験曳素の組合せでは曳網速庄1・1～1・5m／Seeで5□n～BDDkgと

巾がある。

2．栃と袖綿の開き

図10の通り，水平角を測り，水中の板と袖網の開きを計算したが．この方法では水平角の掛り方

の誤差によ・る影響が大であるため．最良の方法ではない。板と袖網の開きの結果を比較したものは図

11の通りである。これから展開力は在来型の方が優っている。又図12の通用一曳乗の伏角から曳

索援地長（曳素の船尾から接地点までの長さ）・を計算したが，その結果を図15で比較したが・試験

型の方が一定している0

5．綿口高さ

（1）在来型網について

曳網始めに1．8mで，途中0■9m揚網始め前〇・5mとたっている0

（勾　試版型絹について

第1回目は不慣れな為に曳納始めまでに昭閥が4□分近くかかつているが，第2回目は約2D分

ですんでいる。

（5）在来型鍋と試験彗鼎の比較

両方の綱の納口高さを曳網時間の経過に従って，比戟したのが図14の通りである0試験細の方

が優っているのは確約と天井絹の問に三角網が入っていることによるものと思われる0
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図18　　板　と袖網の開き
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△　在来型網と在来型板の組合せの板の開き

▲　　　　　　　　　　〝　　　　　　　袖の開き

0　試検網と試験板の組合せの板の開き
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ま　と　め

1．板については在来型の方が使い慣れていることもあり．安定している。試験型の方は板の交差．かい

込み，があるので，プライドルの取り方等改良する必要がある。

2．綱については在来型の網口高さがD．5～1．0m，試験型が0■4～1．5ITlである。試験塾は網口高さが

出るのでヤリイカ等訪泳力のある魚を獲るのに向いている。

文　，献

（1）尊皇親正，河村英之198占：板曳漁業の漁船漁具漁法についての実軌。漁船研究技報

（2）平潟漁業協l司組合　19占9：日本漁網水槽実験見学
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